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トラック運送がまだ一般的ではなかった1919（大正8）年11月
29日、大和運輸株式会社は創業した。その直後に襲った第一
次世界大戦後の不況によ 輸は会 社の 倓直

社よ 拜éっ っ の努め�にト

ラック運送が普及していくなかでク運送業界において確固たる地位を築いていく。しか

しすでにこの時期、小倉康臣の胸中にはのちの「大和便」とな
る定期積み合わせ輸送網の構築という壮大な構想が芽ばえ始
めて
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め、得意先もしだいに増加してきたことから、翌1922年4月にトラック3台
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第2節　関東大震災後の復興と社内体制の整備
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第2節

関東大震災後の復興と社内体制の整備

1.関東大震災後の復興輸送に注力

トラックを代々木の原に避難させる
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東京府庁、警視庁などの復興輸送に専念した。そのため、前年の1922（大
正11）年に開始したばかりの京浜間の定期輸送は中断せざるを得なかった。
なお、電車が復旧するまでの間、東京市では交通機関として市街自動車
臨時乗合自動車や乗合船が活用されたが、このとき臨時に許可された乗合
自動車営業は運行系統数46、車両数396台、営業者数180人であった。大
和運輸でも、栃木県の日光自動車㈱、神奈川県の富士屋自動車㈱とともに、
日本橋区呉服橋と深川区洲崎間の乗合自動車による臨時営業を開始し、電
車などの交通機関が復旧し始めた1923年12月に廃止した。

2. 経営基盤の確立

本社の新築と営業施設の拡
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